
■中村雄二 6 月 22 日付退職
(内科部長・消化器センター長)

幅広い診療範囲にて、長きにわたり勤務し

ておりました中村医師が退職の運びとなり

ました。

これまで数多くのご紹介をいただき、誠に

ありがとうございます。今後とも、荻窪病院

消化器センターをよろしくお願い申し上げ

ます。

■田口 佳光 4 月 30 日付退職
(内科・消化器内科)

■熊谷 麻子 4 月 30 日付退職
(循環器内科 医長)

■松尾 知樹 4 月 30 日付退職
(整形外科／手外科センター)
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院外の看護師特定行為研修受講生 3名を迎え、
計7名の看護師が当院で特定行為研修に臨みます

3月 17 日、看護師特定行為研修第 2期修

了式・第 3期開講式を行いました。

看護師の特定行為は、高度で専門的な知

識・技能を身につけた看護師が事前に認めら

れた処置や早期対応を医師の代わりに行う

もので、患者さんの苦痛緩和などにつながり

ます。

当院は、2024年 2月に厚生労働省から「看

護師の特定行為研修を行う指定研修機関」に

指定され、現在 12 区分 22 行為、2 領域の

パッケージ研修を行っています。

今年度より、院外の受講生の募集を開始

し、4月より 3名の外部看護師を迎え、当院

4名の看護師がともに研修に臨みます。

開講式には病院長、管理委員会委員長の医

師、受講生、当院看護師特定行為研修管理委

員会が集まり、来賓のみなさんからは期待を

込めた激励の言葉をいただきました。

受講者は「これから血の滲むような努力が

待っているが、しっかり覚悟を持って最後ま

で完走したい」、「学び続けるという姿勢を

持って、みんなから信頼される T.ナースにな

りたい」と、熱い眼差しで意気込みを語りま

した。

▼当院看護師特定行為研修の修了までの流れ

2027年度の受講生募集は、

10月頃より開始予定です。

看護師の特定行為についての

詳細につきま

しては、 QR
コードよりご

覧下さい。
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近
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患者さん、地域のために持続的な健康と幸せを Ogikubo Hospital's Purpose


